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理学療法士科
大分リハビリテーション専門学校
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理学療法士は、病気やけがの状態を正しく把握し、適切なリハビリテーションを行うために、
さまざまな「評価」を行います。今回は簡単にできる身体評価「 FFD（ Finger -Floor Distance ）
指床間距離」について紹介します。
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Instagram あああああああああああ
こちらから →

― 前屈から身体を評価してみようー 

本校では、関節の動きや筋力の評価、姿勢・動作の分析など、理学療法士に必要な知識と技術を学びます。測る

だけでなく、その結果から身体の状態を考え、「評価 → 問題点の抽出→ 運動療法の立案」までの流れを学びます。

そして、さまざまな現場で一人ひとりに合わせた支援ができる理学療法士の育成に取り組んでいます。
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①FFDあああああ

FFDとは、立ったまま膝

を曲げずに体を前に倒し、

指先（中指）と床との距離

を測る評価 です。
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A：腰・股関節の動きがよい

腰と股関節がバランスよ

く動き、無理のない前屈

ができている。

B：股関節が動きにくい

股関節がうまく曲がらな

いため、腰を大きく丸め

ている。

C：腰が動きにくい

腰がうまく曲がらないた

め、股関節を大きく曲げ

ている。

※無断の転載・複製・複写・WEBへのアップロード禁止
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